







The Rate in Use for Some Group Activities 
of Community Assembly Facilities 
Yasuhiro SAKURAI本
(Re c e i ve d Au g. 19， 1989) 
This paper aimes to clear the rate in use for 
some group activities of community assembly faci-
1 i t i e s i n 87 a r e a s i n J a p a n.T h e c 0 n c 1 u s i 0 n s a r e a s 
follows; 
(1) The rate in use for some group activities of 
community assembly facilities is on an average 
10---20%. 
(2) This rate is mostly prescribed by its plotting 
u n i t. 
(3) The rate i n urban area and h i gh dens i ty area i s 







































が 3・4室く 5・6室く 7室の順に増加し，
表 1 室数帯別にみた利用実態
3室 4室 5室 6宣
1日あたり件政 1. 56 1. 57 2.10 2.32 
l件あたり人数 22.6 21. 1 22.3 25.8 
平均援助率 17% 13% 14% 13% 
40%- 4% lX 6耳 a 
u 30%- 9% 5x 4% 5% 
働 20%- 23% 13% 15% 9% 
率 10%- 32% 36% 16% 30% 
-9% 32% 45% 59% 54% 
-14人 13% 16% 23% 15% 
人数 15 人~ 62% 63% 45耳 4lX 25A- 17% 14% 23耳 24% 
35人~ 8% 7% 9耳 20% 

































0.86 1. 24 0.96 
1. 82 2.04 2.41 
1.71 3.44 2.72 
7% 8% 5% 
15% l4X 13% 
14% 23% 15% 
25.2 23. -1 18.5 
19.8 19.8 21. 9 
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続いて，利用実態の平均像を延床面積別に示したものが表 3である O また，図-2には，図-
1と同様の関係を延床面積別に示した。








することになるが， 200------300m台では 3室から 4室， 400m以上では5室から 6室にかけての低下
傾向が顕著となっている O なお 1件あたり人数については特に有意な傾向的特性はみられない。






雑で緩やかな変化となっている O 中でも 3・
件数



























1. 19 2.12 
1. 48 1. 31 








24.2 21. 2 
35.4 31. 4 
5室 6室 7室
1.55 1.73 
1-1 1. 56 0.86 
2.18 1. 16 0.93 
3.10 2.24 2.07 
4.24 3.11 4.31 
10% 10% 
7x 9% 4X 
15% 6耳 4% 
2U 12% 10x 
28x 17% 21% 
16.6 16.3 
23.2 22.7 29.7 
25.4 21. 3 28.5 
23.1 22.9 28.8 
28.6 31.7 26.5 
全休
1.73 件1. 45 
1. 42 
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は12室が多い)， 1 ， 000~2 ， 000nfの幅があるが，
室構成はほぼ rcL J JタイプであるO コミュニ
ティセンターも 3~6 室 ( 4 ・ 5 室が多い)， 200 
~500nfの幅があるが，主要な室構成は r LJ な
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センターは 7 室を中心に 5~10室で，全て 1 ， 000nf以上(室構成は rCJ ないし rcLJタイプ)で
ある O 福祉センターは250nf程度の3室と350nf程度の5室タイプにほぼ標準化(r続き間」を中心





















































































と小学校区単位での校区市民館の整備がすすんでいる o 地区市民館は70---1， OOOmで5・6室の
ICLJタイプを中心とするが，一部に小室数・小面積の ICJあるいは ILJ INJタイプも含
まれる O 校区市民館は360mで5室ないし 6室の ILJタイプにほぼ標準化されている九これら
の利用実態を示したものが図-6であるo
① 利用実態の平均は，地区市民館では 1日あたり3.63件 1件あたり35.0人，校区市民館では 1






























































































































































































































































































































































宮1.， -aω ‘ω 
図-15 松阪市の利用実態
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図-17 川崎町の利用実態
であり 1事例を除いてすべてが1.00件未満であるが，人数はややパラついているo





























-J (日本建築学会計画系論文報告集第398号， 1989年4月)， I集会関連施設の面積構成一向上・
その 2-J(向上第404号， 1989年10月)，引き続いて「集会関連施設の空間構成一向上・その 3
-Jを投稿中。
2) ここでいう「稼働率」は，一般に定着した概念ではなし、。しかし，東京都目黒区の住区セ γ ター
や名古屋市の社会教育センターなどでは，同様の指標を「利用率」として統計化している。これ




3) 豊橋市の校区市民館については 4ないし 5室にほぼ標準化されているが，残念ながら各館の
平面プランを入手していない。従って，全国集計285施設(表-1， 2， 3および図-1， 2)に
は含めていない。
